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野菜づくりの楽しさ味わう

室 賀保育園は、昭和35年 に上室賀地 区上手地 籍 に 園 児 数90人で開園しました 。

室賀地 区は、かなり広いため、現在83名の園児の大部分がマイク ロパスで通園していますが、

純農村地帯のため自然に富んだすは‘らしい環境の中で近 くの山に 登った り、周囲のたんほで虫 を

捕 ったり元気にはねまわっています。また、園から 1kmほどはなれた農園へ全園児がせ っせと通

ってじゃがいも、とうもろこしなどの野菜をつく りながら協力心 を養った り体力づく りにはげ・ん

でいる今 日このごろです 。(室賀保育園長)
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市民の動き

( 5月 1日現在)

総:人口 109，723人 ( +458) 

男 53，437人(+242) 

女 56，286人(+216) 

世管数 32，225世帯(+467) 

() 内は前月比です。



「上
回
市
自
然
巡
動
公
園
」
の
第
一

期

工
事
で
あ
る
プ

l
ル
ゾ
ー
ン
(
印
メ

ー

ト
ル
競
泳
プ

l
ル
を
除
く

)
が
完
成
、

六
月
二
十
四
日

ω開
凶
し
ま
す
。

上
田
市
自
然
巡
動
公
園
は
、
約
十
九
・

九

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
山
林
の
中

へ

完
成
し
た
プ

l
ル
ゾ

ー
ン
を
含
め
、

体

行
館
、
巡
動
広
場
、
散
策
道
な
ど
を
総

工
質
約
十
三
億
円
を
見
込
み
、
五
十
六

年
度
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。
市
民
み

ん
な
が
楽
し
く
遊
べ
る
公
園
で
す
。

六
月
二
十
四
日
出
に
開
園
す
る
プ
ー

ル
ゾ
ー
ン
は
、
周
囲
を
松
林
に
固
ま
れ

た
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
用
地

へ
、
工
費
約

三
億
六
千
万
円
を
貸
し
て
昨
年
一
月
か

ら
エ
ギ
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
完
成

し
た
プ

l
ル
は
、
一
周
約
二
百
四
十

μ

報

幅

八

幻
の
流
水
プ
|
ル
。
高
さ
六
日
の

広

台
の
上
か
ら
二
十
七
メ
ー
ト
ル

の
ス

ロ

一

l
プ
を
一
気
に
滑
り
降
り
る
ス
ラ
イ
ダ

一

ー

プ
ー
ル
。
水
深

0
1
0
・六

日
で

だ
円

齢
型
を
し
た
徒
歩
プ
|
ル
。
水
深

0
・一
一一日

間
臨

1
0
・
三
五
灯
、
市
一径
九
灯
の
円
型
幼
児

河
醐
プ
ー
ル
の
プ
ー
ル
四
面
。
そ
し
て
更
衣

昭
和
室
、
監
視
塔
な
ど
の
あ
る
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
|
ト
二
階
建
て
の
管
理
事
す

号ne 
nLO 

n
，. 
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入
場
料
一
般
仰
円

中
学
生
以
下
川
円

午
前
午
後
の交

替
制

市
民
み
ん
な
が
待
ち
望
ん
で
い
た
プ

ー
ル
ゾ

l
ン
は
、
六
月
二
十
四
日
出
午

前
十
時
か
ら
行
わ
れ
る
開
国
式
の
後
、

午
後
一

時
か
ら
一
般
開
放
さ
れ
ま
す
が

二
十
四
日
出
、
二
十
五
日
側
、
二
十
六

日

ωは
、
開
闘
を
祝
う
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
見
学
し
て
い
た
だ
く
た

め
無
料
で
開
放
し
ま
す
の
で
皆
さ
ん
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

六
月
二
十
七
日

ωか
ら
は
、
有
料
と

な
り
ま
す
。
入
場
料
は
、
一
般
二
百
問

中
学
生
以
下
百
円
で
す
。

開
園
時
間
は
、
午
前
が
九
時
三
十
分

か
ら
十
二
時
三
十
分
ま
で
、
午
後
は
一

「きあ」みんなで、泳ごう

自然運動公園

プールゾーン24日オーブン
(24日(土)午後・ 25日(日)・ 4，6，日(月)無料開放〕

時
か
ら
四
時
ま
で
の
一
交
替
制
で
す
。

ゆ
っ
く
り

甲
ら
干
し
も
楽
し
め
ま
す

管
理
棟
の
更
衣
室
か
ら
プ

l
ル
ゾ
ー

ン
へ
入
る
に
は
、
必
ず
消
毒
そ
う
に
入

リ
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
か
ら
で
な
い
と

入
れ
な
い
よ
う
衛
生
に
も
配
慮
し
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
プ

l
ル
の
周
囲
は
滑

り
止
め
の
つ
い
た
グ
リ
ー
ン
と
薄
茶
色

の
タ
イ
ル
を
幅
広
く
ひ
き
詰
め
、
転
倒

に
よ
る
事
故
防
止
を
図
る
と
と
も
に
体

き
っ
か
れ
た
ら
ゆ

っ
く
り
と
甲
ら
干
し

が
楽
し
め
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
ま
す

流
水
プ

l
ル
の
上
に
は
、
四
つ
の
横

断
橋
が
架
け
ら
れ
、
各
プ

l
ル
へ
の
移

動
が
し
や
す
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
し
、
流
水
プ
ー
ル
の
外
側
に
は
、
花

や
樹
木
も
植
え
ら
れ
、
そ
の
聞
に
休
息

用
の
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
、
幼
児
に
付
き

添
っ
て
き
た
お
母
さ
ん
た
ち
が
ゆ
っ
く

り
休
め
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
も
管
理
棟
内
の
ほ
か

流
水
プ

l
ル
の
東
北
と
西
南
に
一
つ
づ

っ
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

'鴻必詰恥λぷ

こ
の
運
動
公
園
は
、
南
・
北
・
東
側
が

山
林
に
、
西
側
に
長
野
大
学
、
上
回
女

子
短
期
大
学
が
あ
り
、
自
然
に
恵
ま
れ

た
す
ば
ら
し
い
環
境
の
地
で
す
。

こ
こ
に
、
今
年
着
工
す
る
五
十
灯
競

泳
プ
ー
ル
を
は
じ
め
、
三
階
建
て
の
体

育
館
、
延
長
三
キ
ロ
の
散
策
道
、
野
球

サ

ッ
カ
ー
の
で
き
る
運
動
広
場
な
ど
市

民
み
ん
な
が
自
然
に
と
け
こ
み
、
の
び

の
び
と
楽
し
く
一
日
が
す
ご
せ
る
大
き

な
自
然
運
動
公
園
完
成
を
目
指
し
て
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

嶋崎命、

完成し、開園を待つ流

ーフール(中央の塔

中を水が

高さ 6mG 

り馬

と
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「

ー
ル
ゾ

l
ン
は
、
六
月
二
十
四
日
出
午
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経
済
の
激
動
に
よ
り
、
問
題
化
し

て
い
る
求
職
、
求
人
の
安
定
促
進
を

図
る
た
め
、
六
月
一
目
、
労
政
課
に

「
職
業
相
談
の
窓
口
」
を
設
け
、
上

回
公
共
職
業
安
定
所
と
住
民
や
企
業

と
の
パ
イ
プ
役
を
つ
と
め
、
市
民
生

活
の
安
定
の
た
め
努
力
す
る

こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
求
職
、
求
人
で
お

悩
み
の
皆
さ
ん
は
、
お
気
軽
に

ご
相

談
く
だ
さ
い
。

こ
の
窓
口
で
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

道

至
生
島
足
島
神
吐

至
別
所
温
泉

の
要
望
を
職
業
安
定
所
へ
伝
、
え
た
り

求
職
、
求
人
情
報
を
広
報
「
う
、
え
だ
」

土
・
日
・
祝
日
と

夏
休
み
は

電
車
を
利
用
し
よ
う

自
然
運
動
公
園
へ
自
動
車
で
こ
ら
れ

る
皆
さ
ん
の
た
め
に
市
は
、
六
百
台
分

の
駐
車
場
(
上
図
)
を
整
備
し
ま
し
た

が
、
土
・
日
曜
日
と
夏
休
み
は
、
か
な

り
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
上

国
交
通
別
所
線
の
電
車

の
ご
利
用
を
お

ま
た
、
地
元
企
業
の
経
営
状
況
や

失
業
の
実
態
を
は
握
す
る
な
ど
し
て

求
職
・
求
人
で
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん

「
職
業
相
談
窓
口
」
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

六
月
一
日
労
政
課
へ
設
置

な
ど
を
と
お
し
て
住
民
や
企
業
に
紹

介
す
る
な
ど
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

職
業
安
定
所
と
の
協
力
体
制
を
強
化

し
、
「
一
般
労
働
相
談
」
を
は
じ
め

管理棟の北側に入場券売場と入場口(写
真)があり、一階と二階にそれぞれ男、
女別の更衣室があります。

勧
め
し
ま
す
。

同
電
車
で
上
田
駅
か
ら
大
学
前
駅
ま

で
約
十
五
分
、
同
駅
で
下
車
、
上
回
女

子
短
期
大
学
、
長
野
大
学
の
前
を
通
っ

て
自
然
運
動
公
固
ま
で
歩
い
て
約
十
分

余
り
の
距
離
で
す
。

車
窓
か
ら
の
景
色
も
楽
し
み
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
の
も
明

日

へ
の
活
力
を
養
う
方
法
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
雇
用
援
護
制
度
」
「
職
業
訓
練
奨

励
制
度
」
「
特
定
不
況
業
種
離
職
者

臨
時
措
置
制
度
」
「
雇
用
促
進
事
業
」

な
ど
、
中
小
企
業
経
営
の
近
代
化
を

含
め
、
広
く
雇
用
安
定
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

〈
お
問
合
せ
〉

上
回
公
共
職
業
安
定
所

(天
神
一

|
八
|
四
八

宮
@
六
三
六
三
)
市
役

所
労
政
課

(
中
央
四
|
九
|
一
宮
@

四
一

O
O
内
線
三

O
七
)

ロ
ッ
カ
ー
に
「
カ
ギ
」
は

あ
り
ま
せ
ん

貴
重
品
は
自
分
で
管
理

管
理
棟
内
の
更
衣
室
に
は
、
男
女
そ

れ
ぞ
れ
五
百
の
ロ

ッ
カ
ー
と
、
百
円
で

利
用

で
き
る

コ
イ

ン
ロ
ッ
カ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
七
十
六
個
、
貴
重
ロ
聞
を
入
れ
る
小

型
の
五
十
円
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
二
十
四
個
つ
い
て
い
ま
す
が
、
入

場
者
が
多
い
場
合
、
百
個
の
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
で
貴
重
ロ
聞
を
保
管
す
る
こ
と
は

無
理
と
恩
わ
れ
ま
す
の
で
、
貴
重
口
聞
は

入
場
者
個
人
個
人
が
責
任
を
も

っ
て
管

理
し
て
く
だ
さ
い
。

管
理
事
務
所
で
は
、
原
則
と
し
て
貴

重
ロ
聞
は
預
か
り
ま
せ
ん。

ま
た
、
コ
イ
ン
ロ

ッ
カ
ー
を
含
め
て

ロ
ッ
カ
ー
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
六
百
個
し

か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
家
族
づ
れ
で
来

場
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
一
ロ

ッ
カ
ー
一

家
族
で
ご
利
用
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

幼児プール(写真)も周囲のタイルはり
が終れば完成、 24日のオープンまでに
は駐車場を含めて全施設が完成します。
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アメシロカま

発生します

え'】

今
年
も
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ

シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
発
生
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の

発
生
状
況
に
あ
わ
せ
て
、
各
自
治
会
、

事
業
所
ご
と
に
市
民
総
ぐ
る
み
で
行
っ

た
防
除
活
動
が
効
果
を
あ
げ
、
被
害
を

か
な
り
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
は
、
今
年
も
「
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
防
除
対
策
本
部
」
を
設
け
、
各
自

治
会
、
事
業
所
な
ど
の
協
力
を
得
て
積

極
的
に
撲
滅
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

こ
の
運
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た

め
、
各
自
治
会
、
事
業
所
な
ど
で
常
習

発
生
地
や
、
放
置
木
の
確
認
を
行
っ
て

早
自
に
防
除
計
画
を
立
て
、
強
力
な
防

除
活
動
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

対
策
本
部
も
撲
滅
体
制
を
強
化
す
る

た
め
、
各
認
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
担
当
区

ー第 7~8 号 (貯議i員総司一一一広報

早期に発見
防除しよう

く写真がアメシロの幼虫です〉

分
を
持
ち
徹
底
防
除
を
図
り
ま
す

防
除
最
適
期
は

七
月
上
旬
(
J
中
旬

対
策
本
部
で
は
、

今
ま
で
の
発
生
状

況
な
ど
か
ら
、
六
月
中
旬
か
ら
七
月
下

旬
が
第
一
化
期
の
発
生
時
期
で
、
防
除

活
動
の
最
適
期
は
、
七
月
上
旬
か
ら
中

旬
と
考
、
え
て
い
ま
す
。
各
自
治
会
、
事

業
所
な
ど
で
も
、
こ
の
期
間
を
参
考
に

計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い

。

自
分
の
樹
木
は

自
分
で
防
除

ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
撲
滅
は
「
自

分
の
樹
木
は
、
自
分
て
防
除
」
の
原
則

を
守
ら
な
い
と
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
リ
で
な
く
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
温
床
と
な
り
、
全
市
民
の
撲
滅

運
動
を
水
泡

(
す
い
ほ
う
)

に
帰
し
か

ね
ま
せ
ん
。

他
地
区
に
あ
る
樹
木
の
所
有
者
は
、

担
当
自
治
会
と
連
絡
を
取
る
な
ど
し
て

必
ず
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

防
除
機
と
薬
剤

無
料
で
貸
与

自
治
会
が
共
同
で
防
除
を
行
う
と
き

は
、
防
除
機
(
三
台
)
を
無
料
で
お
貸

し
し
ま
す
。
ま
た
、
薬
剤
も
必
要
量
を

無
料
で
お
わ
け
し
ま
す
の
で
、
市
役
所

二
階
農
林
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

業
者
に
よ
る
薬
剤
散
布
は
、
第
一
化

期
は
行
い
ま
せ
ん
。

担
当
別
に
各
課
が
窓
口

連
合
自
治
会
に
職
員
配
置

今
年
も
、
市
役
所
の
各
課
が
責
任
担

当
区
分
を
受
け
も
ち
、
自
治
会
な
ど
各

団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
地
区
連
合
自
治
会
ご
と
に
部

課
長
を
配
置
し
、
自
治
会
や
事
業
所
な

ど
の
問
合
せ
な
ど
に
責
任
を
持

っ
て
対

応
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た

の
で
、
撲

滅
班
長

(
自
治
会
長
)
さ
ん
は
、
各
担

当
課
、
担
当
職
員
と
連
携
を
と
り
じ
ゅ

う
ぶ
ん
効
果
が
あ
が
る
よ
う
活
動
し
て

く
だ
さ
い

。

マ
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
縫
滅
運
動
担

当
区
分

〈
市
民
課

・
公
害
課
〉

一
般
市
民
、
自
治
会
(
連
合
自
治
会
)

号ー

衛
生
推
進
協
議
会
。

〈
商
工
課
〉

各
事
業
所
、
事
業
団
体
。

〈
耕
地
謀
〉

農
業
用
水
路
、
農
業
用
道
路
。

〈
土
木
課
〉

農
業
用
以
外
の
河
川
、
国
・
県
道
。

〈
学
校
教
育
課
〉

幼
稚
園
、
高
校
、
大
学
。

〈
保
育
課
〉

…庶
民
牽
動
競
技
お
議
一上似…

品

川
問
。

7
…宮
山
φ

設
業
経
依

………

………………一
参
加
選
議
募
集
…

や
ま
び
こ
国
体
開
催
を
契
機
に
、
県

民
の
体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
始
め

ら
れ
た
「
長
野
県
民
運
動
競
技
大
会
」

も
今
年
で
六
回
目
、
ま
た
、
や
ま
び
こ

国
体
開
催
の
年
で
も
あ
り
、
同
国
体
の

夏
季
、
秋
季
大
会
の
気
速
を
盛
り
あ
げ

る
た
め
に
も
こ
の
競
技
大
会
を
県
民
総

参
加
に
よ
り
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

例
年
の
と
お
り
、
同
競
技
大
会
の
上

小
ブ
ロ

ッ
ク
大
会
が
七
月
三
十
日
間
、

東
部
町
で
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
の
で

市
民
の
皆
さ
ん
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

参
加
申
込

1
官
制
は
が
き
に
種
目
、
氏

名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
職
業
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
市
教

育
委
員
会
体
育
課
へ
六
月
十
五
日
制

ま
で
に
申
込
ん
て
く
だ
さ
い
(
〒
湖

大
手
一
|
一
一
|
一
六
)

へ
暖
か
く
迎
え
よ
う
と
「
国
民
体
育
大

市
立
保
育
園
以
外
の
保
育
園
。

〈福
祉
課
〉

民
間
福
祉
地
設
。

〈
保
健
予
防
課
・
国
保
年
金
課
〉

市
立
以
外
の
病
院
、
医
院
、
診
療
施

設
。〈

庶
務
課
〉

神
社
、
寺
院
。

〈
農
林
課
〉

農
業
団
体
、

山
林
原
野
、
荒
廃
農
地

資

格

l
①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
に

限
り
ま
す
。
②
長
野
県
陸
上
競
技
協

会
登
録
者
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
③

一
選
手
一
競
技
で
す
。
④
年
齢
は
五

十
三
年
四
月
一
日
現
在
て
す
。

種

目ω
m競
走

m
m競
走

印

歳

以

上

男

子

2
名

目
歳
以
上
初
歳
未
満

男
女
各
2
名
。

却
歳
以
上

ω歳
未
満
。

男
子

2
名
。

m
m競
走

ω歳
以

上

男

子

2
名

制

m
リ
レ

l

M

歳

以

上

女

子
2

チ
ー
ム
。

側

m
リ

レ

!

日

歳

以

上

男

子
2

チ
ー
ム
。

砲

丸

投

げ

剖

歳

以

上

男

子

2
名

走

幅

と

ぴ

凶

歳

以

上

男

子

2
名

走

高

と

び

四

歳

以

上

男

子

2
名

州

m
競

走

叩

歳

以

上

男

子

2
名

お
問
合
せ

l
体
育
課
体
育
賑
輿
係
(
宮

@
四
一

O
O内
線
五
五
五
)

m
m競
走

ま
す
。



対
策
本
部
も
撲
滅
体
制
を
強
化
す
る

た
め
、
各
認
が
そ
れ
ぞ
れ
責
任
担
当
区

Tご一一(軍略縦割 第 768号ーえ

第
一
回
の
「
や
ま
び
こ
国
体
を
成
功

さ
せ
よ
う
」
で
は
、
国
体
会
場
と
街
を

花
で
飾
ろ
う
と
準
備
を
進
め
て
い
る
お

年
寄
り
の
集
り
「
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
」

を
紹
介
し
ま
し
た
。

き
て
、
国
体
開
催
が
近
づ
く
と
他
県

の
選
手
団
が
上
田
市
に
や
っ
て
き
ま
す
。

市
民
み
ん
な
で
選
手
を
暖
か
く
迎
え
る

気
持
は
、
皆
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
が
駅

か
ら
の
街
路
は
、
街
角
は
、
大
会
場
へ

の
道
路
や
家
の
周
囲
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
、
タ
バ
コ
の
吸
が
ら
、
先
エ
カ
ン
、
紙

ク
ズ
な
ど
が
目
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
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を
守
ら
な
い
と
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ハ

市

民

課

・

〉

一
般
市
民
、
自
治
会
(
連
合
自
治
会

制料護説議
襲
撃
護
議
議
榊

譲
謀
議
料
一謙
譲
鰭
護
器
材
料

定期的に清掃を行っている自治会もあります

他
県
選
手
に
良
い
印
象

み
ん
な
で
街
を
き
れ
い
に
し
よ
う

昨
年
行
わ
れ
た
、
青
森
国
体
の
各
会

場
(
各
市
町
村
)
を
視
祭
し
た
上
田
市

の
関
係
者
も
、
「
ち
り
」
一
つ
な
く
清

掃
の
行
き
と
ど
い
た
街
並
、
会
場
に
み

ん
な
び
っ
く
り
し
た
そ
う
で
す
。

お
年
寄
り
が
丹
精
こ
め
て
育
て
、
会

場
や
街
へ
飾

っ
た
花
も
、
タ
バ
コ
の
吸

い
が
ら
や
紙
く
ず
と
一
緒
で
は
み
す
ぼ

ら
し
い
花
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
は
、
他
県
選
手
団
を
き
れ
い
な
街

宇品大

手

一

|

ノ、，、ー

) さ

L、

寸.

38E 

へ
暖
か
く
迎
え
よ
う
と
「
国
民
体
育
大

会
市
民
運
動
」
の
一
つ
か
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
運
動
。
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
衛
生
推
進
協
議
会
の
皆
さ
ん
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
市
民
総
ぐ
る
み

の
清
掃
運
動
を
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
衛
生
推
進
協
議
会
で
は
、
全
市
的
な

運
動
に
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
準
備
が
務
い
ま
し
た
ら
、
各
自

治
会
の
衛
生
組
織
を
と
お
し
て
皆
さ
ん

に
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し

人

口

の

増

加

と

市

街

地

周

辺

の

住

マ

中

村

健

一

さ

ん

(

下

之

条

)

マ

小

宅

化

の

進

行

に

よ

り

、

児

童

、

生

徒

池

宏

さ

ん

(

新

国

)

マ

斉

藤

吉

栄

数

に

過

密

、

過

疎

化

の

現

象

を

き

た

さ

ん

(
川
辺
町
)
マ
清
水

豊

さ

ん

し
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
き
た
市
内

(
学
校
長
)
マ
上
原
左
之
治
さ
ん

(学

小

中

学

校

の

通

学

区

域

を

改

正

し

、

校

長

)
マ
遠
藤
恭
介
さ
ん
(馬
場
町
)

学

校

規

模

の

適

正

化

と

理

想

的

な

教

マ

太

田

速

雄

さ

ん

(

長

島

)

マ

八

回

育

効

果

を

図

る

た

た

つ

よ

さ

ん

(
西

め

「

上

田

市

立

小

小

中

学

校

通

学

区

域

審

議

会

聞

く

脇

)
マ
遠
藤
憲
三

中
学
校
通
学
区
域

〈
市

教

育

委

員

会

が

諮

問

〉

さ
ん
(
北
大
手
)

審

議

会

」

開

催

の

マ

森

晃

き

ん

(下

準

備

を

進

め

て

き

た

市

教

育

委

員

会

本

郷

)

マ

平

尾

義

雄

き

ん

(上
常
国

)

は
、
学
識
経
験
者
、
自
治
会
、

P
T

マ
志
摩
正
こ
さ
ん

(
小
泉
)
マ
横
山

A
、
学
校
長
、
市
議
会
議
員
な
ど

ニ

勇

司

き

ん

(

仁

古

田
)
マ
倉
升
ま
さ

十

五

名

の

審

議

会

委

員

を

委

嘱

し

ま

さ

ん

(
川
辺
町
)
マ
西
沢
貞
二
さ
ん

し
た

。

(

中
之
条
)
マ

村
上
博
優
さ
ん
(
上

五

月

二

十

九

日

、

市

役

所

に

お

い

青

木

)

マ

豊

良

雄

さ

ん

(下
室
賀
)

て

第

一

固

め

審

議

会

が

聞

か

れ

、

市

マ

佐

々

木

高

音

さ

ん

(

吉

田

)

教
育
委
員
会
か
ら
諮
問
を
受
け
た
「
市

内
小
・
中
学
校
の

適
正
な
通
学
区
域

の
設
定
」
に
つ
い
て
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

こ
の
答
申
は
、
本
年
度
中
に
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

マ
上
田
市
立
小
中
学
校
通
学
区
域
審

議
会
委
員
の
皆
さ
ん
。

治
会
名
。

マ
会
長
山
極
真
平
さ
ん
(
別
所
温
泉
)

マ
竹
内
義
憲
さ
ん
(
別
所
温
泉
)
マ

関

延

雄

さ

ん

(
上
常
国

)マ
小
林
軍

治
さ
ん

(本
町
)
マ

小
林
信
一
き
ん

(
神
科
山
口
)
マ
杉
松
進
さ
ん
(
北

天
神
町
)
マ
橋
詰
一
男
さ
ん
(
新
田
)

こ

内
は
自

@四一

C
C
内
線
五
五
五
」

ま
す
。

こ
の
運
動
の
大
き
な
柱
は
、
①
公
共

の
場
所
の
清
掃
②
道
路
、
河
川
の
清
婦

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
実
施
方
法
と
し
て
は
、
日
を
定

め
て
全
市
一
せ
い
に
実
施
す
る
。
連
合

婦
人
会
や
老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
に
協
力

を
お
願
い
し
て
公
共
施
設
の
清
掃
を
定

期
的
に
実
施
す
る
。
道
路
や
河
川
の
関

係
機
関
や
団
体
の
協
力
を
得
て
定
期
的

に
実
施
す
る
な
ど
、

具
体
化
し
て
き
て

い
ま
す
が
実
施
時
期
な
ど
細
部
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
段
階
で
す
。

公
共
の
場
所
や
道
路
、
河
川
な
ど
は

組
織
力
の
動
員
に
よ
り
か
な
り

の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
家
の

周
り
な
ど
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
注
意

す
る
と
と
も
に
、
家
族
ぐ
る
み
で
行
わ

な
い
と
、
み
ん
な
で
清
掃
し
た
道
路
な

ど
へ
飛
散
し
、
せ
っ
か
く
の
努
力
が
む

だ
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

き
あ
、
今
日
か
ら
み
ん
な
で
自
分
の

家
の
周
り
を
清
掃
す
る
こ
と
か
ら
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。

「
き
れ
い
」
に
な
る
と
散
ら
か
る
ゴ

ミ
が
目
に
つ
き
、
散
ら
か
さ
な
く
な
る

と
同
時
に
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う
と
考
え
る

よ
う
に
な
る
も
の
で
す
。

国
体
が
終
っ
て
も
、
街
が
上
田
市
が

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
山
、
川
、
空
で

あ
る
よ
う
み
ん
な
で
「
ゴ
ミ
を
散
ら
さ

な
い
」
「
毎
日
家
や
家
の
前
の
道
路
を

清
掃
す
る
」
ょ
う
こ
の
機
会
に
習
慣
づ

け
ま
し
ょ
う
。
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大切に使おう

水
道
週
間
も
今
年
で
二
十
回
を
数
え
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
、
全
国
で
各

種
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

水
道
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
で
文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重

要
な
施
設
で
す
。

上
田
市
で
も
、
こ
の
週
間
中
に
水
道
事
業
に
日
ご
ろ
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ん
の
協
力
者
総
会
を
開
催
し
、
長
年
水
道
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
方
々
の
表
彰
を
行
う
と
と
も
に
、
水
道
指
定
工
事
広
の
技
術
講
習
会
や
市

役
所
ロ
ビ
ー
で
の
水
道
関
係
写
真
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

全
国
水
道
週
間

六
月
一
日
;
七
日

768号~

水
道
の
じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
流
れ
る
水

の
量
は
、
じ
ゃ
く
ち
の
聞
き
か
た
に

上
田
市
の
水
道
は
、
現
在
、
一
日
の

配
水
能
力
六
万
四
千
二
百
立
方
メ
ー
ト

ル
で
、
八
万
九
千
五
百
人
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
給
水
し
て
い
ま
す
が
、
塩
田
地

区
な
ど
の
県
営
水
道
利
用
者
を
含
め
る

と
、
ほ
と
ん
ど
全
市
民
が
水
道
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

市
水
道
の
水
源
は
、
神
川
、
千
曲
川

な
ど
の
河
川
や
菅
平
ダ
ム
に
依
存
し
、

染
屋
浄
水
場
と
石
舟
浄
水
場
で
ち
ん
で

ん
ろ
過
、
滅
菌
し
各
家
庭
へ
配
水
し
て

い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
施
設
の
充

実
も
計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
か
ら
は
、
何
回
も
拡

張
事
業
を
実
施
、
同
五
十
一
年
に
は
、

染
屋
浄
水
場
内
に
原
子
吸
光
光
度
計
、

分
光
光
度
計
、
恒
渇
器
な
ど
水
質
検
査

設
備
を
完
備
、
水
質
を
分
析
し
て
き
れ

い
な
水
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
給
水
す
る

よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
家
庭
の
「
じ
ゃ
ぐ
ち
」

の
水
を
採
取
し
て
き
れ
い
な
水
を
使
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
水
質
検
査
も
行

っ
て
い
ま
す
。

汚
水
処
理
施
設

今
秋
ま
で
に
完
成

五
十
二
年
度
か
ら
、
浄
水
場
の
ち
ん

で
ん
池
か
ら
出
る
汚
水
を
処
理
す
る
排

水
処
理
施
設
を
約
二
億
四
千
万
円
を
費

は
故
障
し
て
い
ま
せ
ん
か
、
少
し
で

も
流
れ
て
い
る
と
メ
ー
タ
ー
が
回
り

水
道
の
じ
ゃ
ぐ
ち
以
外
か
ら
流
れ

出
る
水
、
地
下
漏
水
の
量
は
、
市
全

染屋浄水場に建設し ている汚泥処理施設は今秋の完成を

目指 して工事が進められています。写真は、汚水濃縮そ

う(左)と機械室(右)が姿を現わした工事現場。

し
て
、
今
年
秋
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
予

定
で
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
水
質
汚
濁
法
の
規
制

に
基
づ
き
設
け
る
も
の
で
、
ち
ん
で
ん

池
か
ら
一
日
平
均
約
二
百
立
方
メ
ー
ト

ル
出
る
汚
水
を
完
全
に
処
理
す
る
た
め

昨
年
十
一
月
に
着
工
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
汚
水
を
簡
易
汚
泥
貯
留
そ
う
を
通

し
て
川
に
放
流
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り

完
全
な
汚
水
処
理
を
目
指
し
て
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
汚
水
処
理
は
、
加
圧
脱
水
機
を

設
置
、
汚
水
を
捜
縮
し
、
し
よ
う
ゆ
を

し
ぽ
る
よ
う
に
汚
水
を
圧
縮
し
て
脱
水

し
ま
す
。
こ
の
処
理
方
法
は
県
下
で
初

め
て
の
も
の
で
、
他
で
は
、
天
日
に
よ

る
乾
燥
方
法
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

脱
水
し
た
汚
泥
に
つ
い
て
は
、
現
在

水
道
管
の
埋
め
土
に
利
用
し
た
り
、
農

業
用
に
ま
わ
す
方
向
で
研
究
や
実
験
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は

皆
さ
ん
か
ら
の

使
用
料
で

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

水
道
事
業
は
、
電
気
、
ガ
ス
事
業
と

同
じ
公
益
企
業
で
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め

て
い
た
だ
く
使
用
料
で
事
業
を
行
い
、

日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

水
道
使
用
料
は
、
水
道
事
業
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
経
資
て
す
の

で
完
納
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

。
ノ¥

ツ
、
キ
ン
歩
)
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六
月
一
日
;
七
日

水
道
の
じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
流
れ
る
水

の
量
は
、
じ
ゃ
ぐ
ち
の
聞
き
か
た
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
が
「
ょ
う
じ
」
の

水
道
の
じ
ゃ
ぐ
ち
以
外
か
ら
流
付

出
る
水
、
地
下
漏
水
の
量
は
、
市
全

体
で
は
非
常
に
大
き
な
量
に
な
っ
て

い
ま
す
。

市
内
の
指
定
工
事
庖
の
協
力
に
よ

り
、
漏
水
調
査
班
を
編
成
し
て
漏
水

調
査
し
、
早
期
修
理
を
行

っ
て

い
￥
ー

す
が
、
道
路
な
ど
で
漏
水
を
発
見
JL

た
ら
至
急
、
水
道
局
へ
ご
連
絡
に
だ

さ
い
。
(
宮
@
四
一

O
O
内
線
五
一

三
有
線
②

O
八
二
ご

j

は
故
障
し
て
い
ま
せ
ん
か
、
少
し
で

も
流
れ
て
い
る
と
メ
ー
タ
ー
が
回
り

料
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
じ
ゃ

じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ

日
で
ド
ラ
ム
カ
ン
三
本

太
さ
ぐ
ら
い
の
水
が
流
れ
て
い
る
と

一
日
で
ド
ラ
ム
カ
ン
三
本
分
に
も
な

り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
の
「
じ
ゃ
ぐ
ち
」

えつーベ7ト一一一一昭和53年 6月1日 広報

水道のいろいろな届け出

ぐ
ち
を
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い

「
漏
水
発
見
」

す
ぐ
水
道
局
へ
電
話
く
だ
さ
い

届けていただくところ

上田市大手一丁目 11-16

上田市役所水道局業務課(庁舎西側別棟 2階)

T E L22-4100 内線506、 507

有線 2ー 0831

0個 人 で 水道料金を納めていただいている方に口座振替をおすすめ

します。

電話 料 金、テレビ料金と同じように、あなたの預金口座から自動

的に水道料金を支払いできる口座振替制度のご利用をおすすめい

たします。

市内各銀行、信用金庫、信用組合、農協など で 取 扱 っ て い ま す。

申込みは取引銀行へ預金通帳、印かん、および納入通知書か領収

書を持参すれ ば ， 手 続 き を し て く れ ま す。

-引越してきて水道 電話でも結織です 入居された臼から

を使用すると き。 使用再開局 から早めにお届け
あなたの水道料金

として起算されま

くださし、。 す。

-今まで使っていな 自のつくところに「使用中止中」という票がありますので

し、水道を使用する
それによって検針区コード、使用者番号を確めてからお届

とき(あらたに使

用すると き) けくださし、。

-ヲ|越のため水道の 屯話でも結椛でbす 届けられた臼まで

イ吏用を中止すると 廃止届 からなるべく早め の水道料金を現地

き。 にお届けくだ さい。 で1清算いたします。

-その水道が不用に この手続きをしていただかないと、あとで入居された方が

なって廃止すると 迷惑します。

き。

-使用者の名儀を変 印かんを持参のう 水道料金の精算は

更するとき、とく え早めにお届け〈 ともないません。

に死亡された方の 使用者名儀変更届 だきし、。 従って旧使用者分

氏名を変更される も継続して新使用

とき。 者に支払っていた

だきます。

お宅のじゃぐちは

水漏れしていませんか

ノ¥

ツ
、
キ
ン
歩
)

無
料
頒
布

お
宅
の
じ
ゃ
ぐ
ち
は
故
障
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

「
ボ
タ
ン
、
ポ
タ
ン
」

と
落
ち
る
だ
け
で
も
長
い
間
に
は
、

か
な
り
の
水
量
に
な
り
、
水
道
料
金

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

こ
の
じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら
の
水
漏
れ
は

ほ
と
ん
ど
が
「
パ

ツ
キ
ン
」
を
取
り

替
え
る
だ
け
で
な
お
り
ま
す
。

パ
ッ
キ
ン
は
、
水
道
局
で
無
料
で

お
分
け
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も

簡
単
に
取
り
替
、え
で
き
ま
す
の
で
左

図
の
要
領
で
取
り
替
え
て
ぐ
だ
さ
い
。



水道の新増設.故障修理は指定工事底へ

工 事 庖 名 f王 戸丹 屯 話
株式会社富島鉄工所 天神2丁 目2-3 22-2655 
株式会社宮 下 車且 踏入2丁目 1-17 22-0271 
有限会社東 信設備 常入1丁目 14-30 24-3711 
合資会社石井設備工業 天神2丁目3-12 22-0302 
株式会社工 藤商会 大手1丁目 10ー 11 22-0910 
有限会社団丸工務所 常磐城6丁目 11-13 22-3412 
上 野 設備株式会社 中 央 北2丁目 1-20 22-8022 
有限 会社大屋設備工業 大屋236-20 35-0217 
株式会社昭和設備工業 中央2丁目 24-22 24-3911 
株式 会社信 和 常磐城3丁目 13-17 22-0389 
包 坂 管 工 中央5丁目 10ー 13 22-8091 
唐 沢 設備 工 業 住吉1577 24-2602 
丸 栄 設 イ蔚 中央5丁目 6-18 22 -8967 
トキワギ水道工事底 常磐城6丁目9ー 10 22-1343 
中 央 設備 工 業 常国2丁目28-11 22-2853 
岩 瀬 設 イ痛 林之郷331 22-3741 
株式会社川 上高会 大手2丁目 4-48 22-0858 

島田設備工業有限会社 緑ケ丘3丁目 17-9 22-5558 
千 曲電業株式会社 踏入2丁目 18-26 27-3221 

川西設備工業所 吉 田290-1 24-3371 
春 原建設株式会社 住吉1767 22-7018 

日本 ガス水道株式会社 天神4丁目 29-3 27-4434 

有限会社真 回 設 f精 住吉689 22-0102 

上 野 管 工 諏訪形635-2 24-3290 

池田水道工務所 秋和387-1 24-7612 

長 野プロパン株式会社 国分542 22-5518 

有限会社本 州、| 管工 蒼久保1543-4 35-1054 

有限会社中 村商会 天神1丁目6-6 22-0941 

有限会社城南ガス設備 上田原435 22-5123 

有限会社小林設備工業所 御所638 38-2400 
24ー 7527

二L 一 設 イ精 秋和882-3 24-6593 

.:lt:. 原 設 イ蔚 緑ケ丘1丁目21-1 22-9307 
24 -1797 

呂 林 設 イ箱 神畑909-7 38-4050 
24-8231 

栄工業有限会社 中央東1-13 24-1256 

呂 之 上 設 f碕 芳田 1040 24-0486 

株式会社 トーワ管工 住吉田-2 22-5929 

ご家庭で電気温水器・ガス湯沸棒・ 太陽熱温水器などを取付ける渇合水道と

昔器具との接続工事は市の指定工が府でなければできませんので、次の工事庖

へ 申込んでください。

だ 昭和53年 6月1日一一一-{8)ー

工 事 庖 名 住 所 電 話

上 回 瓦斯株式会社 天神4丁目29-3 22-0454 

呂 尾 商 庖 緑ケ丘1丁目22-27 22-1258 

長 崎 商 庖 国分522-1 23-2950 

株式会社千 野商底 中央6丁目 15-18 27-3133 

堀 内 商 庖 中央西1丁目6-14 22-2613 

株式会社武 重 商会 常国2丁目20-26 22-8456 

サンリン株式会社上国営業所 材木町2丁目2-3 22-0949 

中 央工機産業株式会社 中央2丁目 16-10 22-8600 

上田 市農業協同組合 大手2丁目3-3 22-8500 

ーョp キ ノ 高 ~云h 中 央4丁目 18-2 23-2720 

西 沢 設 備 上室貧1606 31-8256 

株式会社信菱空調設備 常磐城3丁目 1-6 22-2747 

有限 会社青島タイル 御所356-3 24-6651 

第 1種指定工事底は、一般の給水工事を行し、ます。

第 2種指定工事庖は、水道に直結する湯沸器・温水器などに付帝する部分の

みの給水装遁接続・修耳主工4長を行います。

公職の候補者等 ( 

公職選挙法に、「候補者等」という字句がしば;第 1種指定工事唐

しばでてき ます。これからシリーズでこの欄に:

掲載し て行く「選挙の知識」の中にもたびたび出;

てきますし、市民の皆きんからもこの字句の意;

味についてお問合せがかなりありましたので、 : 

まずは じめに「候補者等J'こついて説明します。 ! 
繍 者等とはー立候補している人、これから!

立候補しよう とする人かその意志のある人、日 i
常の行動や言動などから立候補の意志があると:

認められる 人や、すでに公職にある人〔衆議院;

議員、 参議院議員、地方公共団体(都道府県市:

町村など)の議会の議員および県知事、市長な:

ど団体の長の職にある人〕などの総称です。 : 

立候補、 投票管理者の選任、事前運動、新聞 j

広告の掲載、政治活動、後援会の関係、ポスタ;

一、 チラシの配布、寄付の禁止など選挙運動全;

般に 多く関連してきますので「候補者等」の意;

味を よく理解しておいてください。 : 

寄付の禁止 「贈らない、もらわない、求めない」 ; 

候補者等は、選挙が行われる「選挙区内J'こあ { 

る「も の」に対しては、いかなる名儀があっても!

寄付するこ とはできないことになっています。 ; 

「選挙区内」とは、上田市を対象にすると、 ; 

市長、県会議員、市会議員選挙は上田市内。衆:

議院選挙は、 長野県第二選挙区内。また、県知:

事、参議院地方区は長野県内、参議院全国区は日:

本全国が選挙区内になります。 この範囲内にあ:

る「も の」に対しては、選挙に関係あるなし、時:

期にかかわらず寄付が禁止されています。 ; 

「もの」とは、 選挙区内に住所、または居所の i
ある人だけ てなく、 その区内に滞在している人 i
他からその区内に勤めている人も含まれますし、;

法人(会社な ど)はもちろん人格のない社団、神;

社、寺院や国、県、市町村、自治会や町内会な;第2種指定工事唐

どすべての団体が含まれます。 : 

「寄付」とは、必ずしも金や物だけでなく、財産:

上の利益も含み ますし、寄付の約束をすること i 
も寄付とみなされ ます。 ; 

え'】_~ 768号 (京海鋭綴号)一一・広報

今月は、拠出年金の老齢(通算)、障害、母子、

準母子、寡婦の各年金が受けられる月です。

また、 6月は、53年度の第一期分(4月-6月分)

め保険料の納期です。保険料は納め忘れのない

ように納期までに納めましょう。

あなたの国民年金

その⑩

選挙の知識

① 
機

，8号ーー

第
三
子
以
降
四
百
円
(
同
)
が
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、

次
に
該
当
す
る
皆
さ
ん

て
い
る
子
供
。

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
れ
た
子
供
や

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
児
童
委
員
き
ん

が
お
届
け
し
ま
す
。
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お知らせ

市民の森の鹿園でかわいいパンヒf

3頭生れ、お母さん鹿と一緒に元気

よくとびまわっています。(写真)み

んなでかわいがりましょう。

病
気
で
お
こ
ま
り
の
母
子
父
子
家
庭
へ

「
介
護
人
を
派
遣
し
ま
す
」

遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い

えヴ

小
学
校
へ
就
学
す
る
ま
で
の
子
供
さ

ん
が
屑
る
、
母
子
、
父
子
家
庭
の
皆
さ

ん
で
、
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
一
時

的
な
病
気
に
か
か
り
、
日
常
生
活
が
で

き
な
く
な
り
、
子
供
さ
ん
の
世
話
を
人

に
た
め
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
得
の

低
い
(
市
民
税
均
等
割
以
下
)
家
庭
の

た
め
に
、
市
で
は
、
介
護
人
を
派
遣
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
の
内
谷
は
、
次
の
と
お
り
で
、

期
間
は
、
月
当
り
約
五
日
程
度
で
す
。

①
乳
幼
児
の
世
話

②
食
事
の
世
話

③
住
居
の
掃
除

④
身
の
回
り
の
世
話

⑤
生
活
必
需
品
な
ど
の
買
物

⑥
医
療
機
関
な
ど
と
の
連
絡

ーベ9¥-ー一一一昭和53年 6月1日 広報

⑦
そ
の
他
必
要
な
用
務

こ
の
介
護
人
派
遣
制
度
は
、
状
況
に

よ
っ
て
小
学
校
三
年
生
ま
で
受
け
ら
れ

ま
す
の
で
遠
慮
な
く
市
役
所
福
祉
事
務

所
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
(
宮

⑫
四
一

O
O内
線
三
七
二
有
線
②

O
七

九
一
)

零
歳
か
ら
十
八
歳
未
満
(
障
害
の
あ

る
場
合
は
二
十
歳
未
満
)
の
子
供
き
ん

を
育
て
て
い
る
お
母
さ
ん
、
ま
た
は
お

母
さ
ん
に
か
わ
っ
て
育
て
て
い
る
人
に

児
童
扶
養
手
当
、
第
一
子
一
万
九
千
五

百
円
(
月
額
)
、
第
二
子
二
千
円
(
同
)

• • • • 
圃

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
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、

第
三
子
以
降
四
百
円
(
同
)
が
支
給
さ

れ
ま
す
の
て
、
次

に
該
当
す
る
皆
さ
ん

は
、
市
役
所
福
祉
事
務
所
福
祉
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
親
と
別
れ

て
生
活
し
て
い
る
子
供
。

②
父
親
が
死
亡
し
た
子
供
。

③
父
親
が
廃
疾
の
状
態
に
あ
る
子
供
。

④
一
年
以
上
、
父
親
が
法
律
に
よ
り
拘

禁
さ
れ
て
い
る
子
供
。

⑤
一
年
以
上
、
父
親
が
生
死
不
明
の
子

供。

⑥
一
年
以
上
、

父
親
か
ら
見
は
な
さ
れ

て
い
る
子
供
。

⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
れ
た
子
供
や

捨
て
子
。

た
だ
し
、
里
子
や
子
供
が
公
的
な
年

金
を
受
け
ら
れ
る
と
き
、
ま
た
は
子
供

を
対
象
と
し
て
、
そ
の
子
供
以
外
の
人

が
国
民
年
金
、
恩
給
、
厚
生
年
金
な
ど

公
的
な
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
お
問
合
せ
〉

福
祉
事
務
所
福
祉
課
(
宮
⑫
四
一

O

O
内
線
三
七
固
有
線
②

O
七

九

二

心
身
障
害
児
を
育
て
て
い
る
皆
さ
ん
に

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
年
金
を
支
給

早
目
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

身
体
、
ま
た
は
精
神
に
重
度
(
身
体

障
害
者
手
帳
一
級
か
ら
三
、
四
級
の
一

部
ま
で
)
の
障
害
が
あ
る
子
供
さ
ん
を

育
て
て
い
る
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

ま
た
は
、
お
父
き
ん
、
お
母
さ
ん
に
か

わ
っ
て
そ
の
子
供
き
ん
を
育
て
て
い
る

方
に
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
(
月
額
児

童
一
人
当
り
一
級
二
万
二
千
五
百
円
、

二
級
一
万
五
千
円
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
特
別
児

童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
皆
き
ん
に
、

特
別
児
童
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で

他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
皆
さ
ん
で

該
当
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
福
祉
事
務

児童 ‘υ 烈 六く の童 方 所
童手児 J川山'口…@“ υ@口:(8'“:(1)目 有だだ‘てでで、扶はた福
(当童 .;.:川@
民現 手滋:童:重:.(②②い祉手当し課
生況当符滋'*=乃円 j悪叢 o r二工事当し 、でで、

)届を川 涙民@山@当@ 七 宮務はま福手
委を A. ::::~:::::':生割、 九⑫所所せ祉続
員六存 :6渠j現 一 四 福 得 ん 手き
さ月て凋雲 i兄)ー祉命IJ 。当を
ん十い JO::::貝 0・0・日 0・ 0 課限まをし
へ日る三日き~~i: Qへがた受て

官官合;家滋5家 息詰す守ZL
しで 、・窓口i怒号制。 三合ま別いき
てに児・0 ・ 七せす児るい

く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
児
童
委
員
さ
ん

が
お
届
け
し
ま
す
。

児
童
手
当
は
、
請
求
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
の
で
、
新
し
く
該
当
す
る
人
は

次
に
よ
り
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
受
給
資
格
〉

1
、
十
八
歳
未
満
の
子
供
を
三
人
以
上

養
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上

が
義
務
教
育
終
了
前
(
中
学
校
を
卒
業

す
る
ま
で
)
の
子
供
で
あ
る
こ
と
。

2
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額
に
満
た
な

い
こ
と
。

〈
手
続
方
法
〉

該
当
す
る
人
は
、
市
役
所
福
祉
事
務

所
社
会
課
(
窓
口
十
番
)
か
、
豊
殿
、

塩
田
、
川
西
の
各
支
所
へ
、
印
鑑
、
健

康
保
険
証
、
預
金
通
帳
を
持
参
し
て
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
公
務

員
、
公
共
企
業
体
の
職
員
は
勤
務
先
き

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
支
給
額
〉

三
人
以
上
の
子
供
の
う
ち
、
出
生
順

に
数
え
て
三
人
目
か
ら
の
義
務
教
育
終

了
前
の
子
供
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円

〈
支
給
方
法
〉

毎
年
度
、
六
月
、
十
月
、
二
月
の
三

回
に
分
け
て
、
四
か
月
分
づ
っ
受
給
者

の
普
通
預
金
口
座
(
郵
便
貯
金
を
除
く
)

に
振
り
込
み
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
届
出
〉

住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
家
族
内
に

異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
、
届
け
出
て
く

だ
き
い
。

〈
お
問
合
せ
〉



話
加
入
権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ

1
六
月
三
十
日
幽
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
、

市
役
所
二
階
第

二
会
議
室
。

方
法
・
台
数

l
入
札
。
台
数
に
つ
い
て

六
月
期
は
、
六
月
十
五
日
闘
が
支
給

は
、
当
日
決
定
し
ま
す
。

日
で
す
の
で
、
四
、
五
日
し
て
か
ら
口

公
売
予
定
価
格

1
一
台
、

七
万
円
ぐ
ら

座
を
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
よ
二

・

三

い

(

た

だ

し
、
債
券
を
買
っ
必
要
は

成

問

。
7
・
E

…

・
四
・

五
月
の
四
か
月

分

)

な

く

、

落

札
後
、
数
日
で
架
設
さ
れ

日電
話
ぬ
公
売
一一ω
公
引
い
ド
の
場
所

1
市
役
所

豊
搬

一

議

募

集

一

市
は
、
上
田
屯
報
屯
話
局
管
内
の
電

塩
田
、
川
西
の
各
支
所
等
上
田

税

務

市

教
育
委
員
会
で
は
、
自
然
運
動
公

;
;
3
2
5
J
h
F
i
l
l
i
p
5
p
h
F
P
3
3
3
3
5
p
i
s
p
J
 

ぷ
句
総
選
黍
掛
か

…

マ

公

民

館

に

老

人

用

施

設

…

上
回
、
上
野
が
丘
、
城
南
、
川
西
、
塩
田
の
J
V

各
公
民
館
に
老
人
の
機
能
回
復
訓
練
用
の
自
転
…

車
、
肩
腰
マ

ッ
サ
ー
ジ
機
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
L
W

ま
た
、
輪
投
げ
、
小
型
卓
球
台
な
ど
遊
具
も
購
内

入
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

S
F

マ

楽

焼

ガ

マ

設

置

、

各
公
民
館
に
楽
焼
ガ
マ
と
実
技
教
室
が
で
き

w

ま
す
。
楽
焼
趣
味
の
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
ま
し

w

ょ

っ

。

…

マ
保
育
園
児
と
の
交
流
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

iw

マ
国
体
会
場
用
の
花
を
じ
よ
う
ず
に
育
て
ま
し
内

よ、っ
。

S
F

だ 昭和53年 6月 1日一一ーベ10)-

悩
祉
事
務
所
社
会
課
社
会
係

(
宮
⑫

四

一
O
O内
線
三
七
八
有
線
②

O
八

O

一

)六
月
は

児
童
手
当
の
支
給
月

え

老人のための

明るいまちだより

一}_~ 768号 (貯縦 脇)一一広報

ー
、
老
人
を
い
た
わ
り
大
切
に
す
る
。

2
、
老
人
の
能
力
を
生
か
し
、
生
き
が
い
を
高
め
る
。

3
、
老
人
と
心
が
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
。

司
明
一一叶一
一

私

の

健

康

長

寿

五

則

す
一

①
足
腰
を
き
た
え
る
②
頭
を
使
う
③
良
〈

一
で
-

眠
る
④
食
物
は
か
た
よ
ら
ず
控
え
目
に
⑤

一一
層
丸
一
か
く
れ
た
病
気
を
早
目
に
探
し
出
す
。

-1一

上
田
市
医
師
会

長

柳

沢

文

秋

一

¥

円
竹
川
川
い

ハ

妙
抽
唯
恐
怖
帥
嘩
沼
山
ム
五
釆
買
員
同
)

署
、
上
小
地
方
事
務
所
。

そ
の
他
H
H
公
売
当
日
ま
で
に
、

滞
納
者

が
完
納
し
た
場
合
は
、
公
売
は
中
止

し
ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
公

売
当
日
は
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

1
収
税
課
収
税
係

(
宮
⑫
四

一
O
O
内
線
二

四
四
有
線
②

O
六
九

一

)

老人平副止【センターで玉つきを楽しむ

と
出

き
七 11
tヨ__._

一 月
日 十
仕)七

日
八 出
日・
仕)二
の 十

。四 四

日日

ま
す
。
受
講
料
は

持
ち
く
だ
さ

い
。

受
講
初
日
に
お

き入資 県 別 の ます眉 施 事 ， と・ お必 募給 動 資 会望員闇
ん方 調 料 おに 種調すべ舗す こ 業六 日間土事 :一 間 要 三 集 後 務 い 十 体者を流
の法 査 を よ 、類 査 。てかるの所月 ; 手充業 O 合舎 か 人料 五 時 ま 歳 格 育は次 水

証票得 びそ、の のら統調統十 ・ 0 日 。 O せ類 月 員 "時 間せま"課 早にプ
協 ど は る 市の従内 事 神 計査計五己主計所内 " "間 ・ 一 。 "んで 健 へ 目よ l
力 を、た 町 状業容 業 社 調 は 調 日 ;:;:.......;:調 線体自 。雇日 午)の康 申 に り ル
を説 調 め 村態者は 所、査、査(柑 ↑易米 五育筆 用 二 前 人で込 市 募と
お 明 奄 行のを規 、 を寺 で三 を、 湯得 五課の 期 千 八 ( 水 ん役集市
願 し 員 い 行 明 模拝 対院、年実全 を ー 七施 履 問九 時 学泳で所 し 営
いま が ま政ら 別 営 象に事ご柏田 安 )設 歴 "百 三 歴経く 固 まフ
しす 持 す施かな 組 にい業としい :rf三実 t 係書 若 円 十 、験 だ 階 す l

。策にど織 し た 所 に ま つ ・ー施 絞 (。 干 。 分 性のさ 教 のル
てで し の しを、 てる 、国 すせ き ft 名 か 思Ij あし:育ての
守、:と 基 、地 事 行 ま 工 が 。ぃ :1¥1:5・。 ⑫ 、 ら はる 。委ー監
皆 記 礎 国域業いで場実に ・:::;:"'!".-:.:....;..・ 1士 四 約 午 問 三貝希 視

〈
お
閉
会
せ
〉

企
画
課
統
計
係

(
宮
⑫
四

一
O
O内

線
二
五
固
有
線
②

O
八
三
二
)

f

一日
本
脳
炎一一予防
接υ
涯
の
一一川

一度
υ

紘
一時
間
の
お
知
一一かせ
一一樹

五
月
十
六
日
発
行
の
広
報
「う、
え
だ
」

第
七
六
じ
号
で
お
知
ら
せ
し
た

「
日
本

脳
炎
予
防
接
種
目
程
表
」
に
受
付
時
聞

が
お
ち
て
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

受
付
時
間
は
、
ど
の
会
場
も
午
後
一

時
三
十
介
か
ら
二
時
三
十
介
で
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
お
わ

び
し
ま
す
。

ぐ

N
.C
…旋
盤
機
以ベ一…山絞り一
m

eow-純一一
講
習
一生
態
募
集
制…

上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
N
C
(数

値
制
御
)
旋
盤
の
講
習
生
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
の
で
希
望
者
は
、
早
目
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き
・
講
習
内
容

l
六
月
二
十
七
日

ω

か
ら
二
十
九
日
同
ま
で
基
礎
コ

l
ス

七
月
十
一
日

ωか
ら
十
三
日
肘
ま
で

応
用
コ

l
ス
。

と
こ
ろ

1
上
田
技
術
専
門
校

(常
磐
城

一
ー
三
|
二

O
)

定
員
・
受
講
料

1
一
コ
l
ス
十
五
人
。

一
コ
ー
ス

一
人
当
り
一
千
五
百
円
。

締
切
日

1
六
月
十
九
日
間

申
込
先

・
お
閉
会
せ

l
上
田
技
術
専
門

校

(
含
⑮

O
六
O
O
)

者
は
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
申
込
み
は
、

上
田
市
勤
学
青
少
年
ホ
!
ム

へ
直
接
申



さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

上

田

市

医

師

会

長

柳

沢

文

秋

(
推
進
協
議
会
委
員
)

校
(
告
⑮

O
六
0
0

レ品、勺'。

者
は
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
申
込
み
は
、

上
田
市
勤
学
青
少
年
ホ
ー
ム

へ
直
接
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑫
七
一
一
七
)

マ
上
田
市
民
吹
奏
楽
団

マ
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

マ
上
田
混
声
合
唱
団

ま
す
。
受
講
料
は
、

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
先

・
お
問
合
せ

1
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
上
田
校
術

W

門
学
校
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
同
校
に
あ
り
ま
す
(
宮
⑫

O
六
O
O
)

締
切
日

l
六
月
十
日
出

受
講
初
日
に
お

と

き

1
六
月
十
七
日

ω
・
二
十
四
日

出
七
月
一
日
出
・
八
日
出
力
四
日

間
、
午
後

一
時
か
ら
四
時
ま
で
。

と
こ
ろ

l
上
田
技
術
専
門
校

(
常
磐
城

一
ー
三
|
二

O
)

資

格

l
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

定
員

・
教
材
費

l
二
十
人
。
五
百
円
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り

上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
初
歩
の
木

彫
講
座
を
次
に
よ
り
聞
き
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
、
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ
さ

上
田
市
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
の
次
の

音
楽
サ
ー
ク
ル
で
、
団
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
音
楽
の
好
き
な
働
く
若

限りある資限を大切にしようを

目的に千子ってきた「むだをなくし

物を生かす運動」の締め くく りと

して、市役所駐車場を開放し 5月

14日行われたホ資源活用広場治は、

今年も大好評で約 3万人の人出で

にぎわいました。

同広場には、消費者団体が各家

庭の不用品を出品、背広上下など

の衣料が500円、贈答用の菓子ノ〈チ

や食器類が100円から500円と大安

売り、一般商屈のキズ物、ハンパ

物などを含めた衣料品や家庭用品

も市価の三割という安さでとぶよ

うに売れていました。 また、農業青年会議や婦人会が出品した農産物もすぐ売り

切れるなど、今年で 4回目を迎えた資源活用広場は、好評を得ながら市民の聞に

定着してきました。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

5月14日、市民の山 と親しまれている太郎山へ、車イスで6人、体をささえて

もらわなけれは、歩けない人 4人が、 消防署のレインジャ一部隊、 上小山岳会、

市内の大学 ・高校生、太郎山保存会など約130名の市民の応援を受け、全員登頂に

成功、市内を見おろしながら畳食、

新緑につつまれた楽しくすは.ら し

し、一日を過しました。

この計画は、福祉事業団体の「し、

とぐるまの会J(尾崎美友会長)が、

一般の人たちにも、身体障害者の

皆きんを理解してもらおうと、市

民に応援を呼びかけ実現しました。

頂上まで、の約2kmを、途中で景色を

ながめたり、清水を飲んだりしな

がら、 5-6人の人に後押しや ロー

プで引ばってもらいながらの登山

でしたが、九歳の;石固まさみちゃ

ん、朝倉イツ子さん(42歳)など車

イスの人たちは、円、つも見上げる

だけでしたが、とてもすばらしし、。

こんなに大勢の人が力をかしてく

れて…。これからも皆さんとの交

流を深めたい」とよろこびを話し

ていました。

3万人でにぎわった「資源活用広場」

ロープで引 く人、後から押す人に助
がら懸命に車イスで登山する朝倉さん。

車イスで太郎山初登頂
くボランティアなど 130人が応援〉

え

家庭力¥らの不用品に人気
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消費者団体出品の不用品が人気を得、 3万人の
人出でにぎわっ た資源活用広場
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